
 

 

滋賀県立愛知高等女学校における「花」「茶」の受容 

―学科目「農業」との関連を交えて― 

 

小 林  善 帆 

 

 
Introducing the Instruction of "Ikebana" and "Cha-no-yu" 

into the Echi Girls' High School in Shiga Prefecture ： 

Bring in Instruction of "Agriculture" 

 

KOBAYASHI,Yoshiho 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

愛知川町史研究 第３号 別刷 
愛知川町教育委員会 町史編さん室 

2005年 3月 



愛知川町史研究 第三号〈2005.3.〉 

― 12 ― 

 

は
じ
め
に 

  

大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
四
月
に
開
校
し
た
滋
賀
県
立
愛
知
高
等

女
学
校
（
以
下
、
愛
知
高
女
と
記
す
）
は
、
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）

年
四
月
に
開
校
し
た
滋
賀
県
愛
知
郡
立
愛
知
実
業
学
校
女
子
部
を
前
身

に
持
つ
。
こ
の
実
業
学
校
女
子
部
の
教
育
実
態
並
び
に
「
花
」
「
茶
」
の

位
置
や
役
割
に
つ
い
て
は
、
前
稿
「
実
業
学
校
に
お
け
る
「
花
」
「
茶
」

の
受
容 

―
滋
賀
県
愛
知
郡
立
愛
知
実
業
学
校
女
子
部
を
事
例
に
―
」

（
『
愛
知
川
町
史
研
究
』
第
二
号
、
以
下
、
前
稿
と
記
す
。
）
に
お
い
て

述
べ
た
。 

 

本
稿
は
、
実
業
学
校
女
子
部
か
ら
高
等
女
学
校
へ
の
改
組
後
も
、
学

科
目
に
全
国
に
類
例
の
少
な
い
「
農
業
」
を
置
き
（

1
）

「
花
の
学
校
」
と

称
さ
れ
た
（

2
）

、
愛
知
高
女
の
教
育
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
前
稿
か
ら
引

き
続
き
「
花
」
「
茶
」（
3
）

の
位
置
や
役
割
を
、
植
物
を
扱
う
と
い
う
点

で
「
花
」
と
の
接
点
を
持
つ
学
科
目
「
農
業
」
と
の
関
連
を
交
え
な
が

ら
、
考
察
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

ま
た
前
稿
「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
、
「
花
」
「
茶
」
の
位
置
や
役
割

を
考
察
す
る
こ
と
か
ら
、
「
花
」
「
茶
」
の
女
性
受
容
人
口
の
増
大
を
決

定
的
に
し
た
要
因
が
、
女
子
中
等
教
育
に
お
け
る
取
入
れ
で
あ
っ
た
か

否
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て

も
言
及
し
た
い
。 

 

一 

高
等
女
学
校
と
し
て
の
開
校 

 

愛
知
実
業
学
校
女
子
部
は
、
「
勤
労
教
育
、
郷
土
教
育
を
思
ひ
切
っ
て

実
際
に
施
し
、
時
宜
に
適
し
た
農
村
中
堅
男
女
養
成
の
教
育
機
関
と
し

て
頗
る
好
評
を
博
し
て
、
県
内
は
勿
論
、
全
国
各
地
か
ら
参
観
者
引
き

も
切
ら
ず
、
そ
の
数
は
年
々
五
百
名
を
下
ら
な
か
っ
た
」
が
、
経
費
の

点
で
は
経
営
難
で
あ
っ
た
（

4
）

。 

大
正
後
期
、
教
育
機
関
拡
張
の
声
が
全
国
を
風
靡
す
る
な
か
、
同
校

に
お
い
て
も
経
営
難
な
ど
の
理
由
か
ら
県
移
管
を
陳
情
し
た
。
審
査
の

結
果
、
県
当
局
か
ら
設
立
条
件
と
し
て
、
敷
地
一
三
〇
〇
〇
坪
（
後
に

一
二
〇
〇
〇
坪
に
改
め
ら
れ
る
）
の
価
格
約
五
万
円
と
更
に
金
五
万
円
、

計
一
〇
万
円
を
準
備
す
る
こ
と
が
提
示
さ
れ
た
。
そ
こ
で
関
係
者
が
努

力
を
重
ね
た
結
果
一
〇
万
円
が
整
え
ら
れ
、
愛
知
実
業
学
校
女
子
部
は

県
立
に
移
管
さ
れ
る
と
と
も
に
高
等
女
学
校
に
改
組
、
開
校
。
他
方
、

同
校
男
子
部
は
愛
知
郡
農
会
の
経
営
に
移
り
、
愛
知
実
業
講
習
所
と
な

滋
賀
県
立
愛
知
高
等
女
学
校
に
お
け
る
「
花
」
「
茶
」
の
受
容 

―
学
科
目
「
農
業
」
と
の
関
連
を
交
え
て

― 

小 

林 

善 

帆 
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っ
た
（

5
）

。 

滋
賀
県
下
で
は
、
長
浜
町
立
長
浜
高
等
女
学
校
と
滋
賀
県
日
野
高
等

女
学
校
（
日
野
町
立
）
が
同
じ
く
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
四
月
、

県
立
に
移
管
し
て
い
る
（

6
）

。
愛
知
高
女
は
両
校
と
と
も
に
、
大
津
高
等

女
学
校
、
彦
根
高
等
女
学
校
に
次
ぐ
県
立
高
等
女
学
校
と
な
っ
た
。 

開
校
当
初
本
科
四
年
制
、
各
二
学
級
、
卒
業
後
の
進
学
課
程
と
し
て

補
習
科
一
年
制
が
設
置
さ
れ
、
定
員
は
補
習
科
も
含
め
て
四
五
〇
名
で

あ
っ
た
（

7
）

。
初
年
度
は
、
愛
知
実
業
学
校
女
子
部
は
三
年
制
で
あ
っ
た

た
め
、
同
校
新
二
、
三
年
生
は
そ
れ
ぞ
れ
愛
知
高
女
の
三
、
四
年
生
の

編
入
試
験
を
受
け
、
一
、
二
年
生
に
つ
い
て
は
入
学
試
験
が
行
わ
れ
た
。

生
徒
は
愛
知
郡
、
神
崎
郡
、
犬
上
郡
を
中
心
に
、
蒲
生
郡
に
住
む
者
や

他
府
県
か
ら
の
者
が
若
干
あ
っ
た
（

8
）

。 

 

二 

学
科
課
程 

 

愛
知
高
女
本
科
の
学
科
課
程
を
記
す
史
料
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
の

た
め
校
報
『
愛
声
』（
9
）

「
各
職
員
担
任
学
科
」
の
記
事
（

10
）

か
ら
、
当

時
の
学
科
目
等
を
推
測
す
る
と
、 

 

修
身
・
国
語
（
習
字
）
・
英
語
・
歴
史
・
地
理
・
数
学
・
化
学
・
物

理
・
図
画
・
家
事
・
裁
縫
・
手
芸
・
音
楽
・
体
操
・
博
物
・
法
経
・

教
育
・
農
業
（
以
上
、
正
課
学
科
目
と
し
て
） 

「
花
」
・
「
茶
」
・
「
琴
」
（
以
上
、
学
課
外
と
し
て
） 

 

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
右
の
学
科
目
等
は
本
科
だ
け
で
な
く
補
習
科

の
学
科
目
（
博
物
・
教
育
）
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
「
花
」
「
茶
」
は

「
琴
」
と
と
も
に
「
課
外
の
お
稽
古
」
と
し
て
放
課
後
に
希
望
者
の
み

に
教
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
（

11
）

。 

学
科
目
「
農
業
」
は
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に
出
さ
れ
た
「
高

等
女
学
校
令
施
行
規
則
中
改
正
」
（
文
部
省
令
第
一
五
号
）（
12
）

に
よ
る

と
、
第
一
条
か
ら
、
学
科
目
と
し
て
土
地
の
情
況
に
依
り
新
た
に
教
育
、

法
制
、
経
済
、
手
芸
、
実
業
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
、
第
一
五
条
ノ
三
に
実
業
と
は
農
業
、
工
業
、
商
業
を
さ
す
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
同
校
に
お
い
て
設
置
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

（
表
１
） 

               

学科目 第一学年 第二学年 第三学年 第四学年

修　身 2 2 1 1

国　語 6 6 5 5

外国語 3 3 3 3

歴史/地理 3 3 2 2

数　学 2 2 3 3

理　科 2 2 3 3

図　画 1 1 1

家　事 2 4

裁　縫 4 4 4 4

音　楽 2 2 1

体　操 3 3 3 3

計 28 28 28 28

同
第
一
六
条
に
、
学
科
課
程
及
毎
週

教
授
時
数
が
（
表
１
）
の
よ
う
に
定
め

ら
れ
、
各
学
年
の
毎
週
教
授
時
数
の
総

計
は
三
〇
時
を
超
え
て
は
い
け
な
い

こ
と
な
ど
が
見
出
さ
れ
る
。
愛
知
高
女

本
科
の
学
科
目
並
び
に
時
間
配
当
は

こ
の
範
疇
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

他
方
、
愛
知
高
女
本
科
の
学
科
目

「
農
業
」
の
取
り
入
れ
に
つ
い
て
は
、

「
正
科
」
で
「
各
学
年
を
通
じ
て
毎
週

二
時
間
」
で
あ
っ
た
（

13
）

と
あ
る
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
愛
知
高
女
本
科

の
学
科
課
程
及
毎
週
教
授
時
数
は
、
お

お
よ
そ
前
頁
の
表
の
学
科
目
と
教
授

時
数
に
、
「
農
業
」
各
学
年
二
時
間
を 



愛知川町史研究 第三号〈2005.3.〉 

― 14 ― 

加
え
、
合
計
各
三
〇
時
間
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
と
と

も
に
「
花
」
「
茶
」
「
琴
」
が
「
課
外
の
お
稽
古
」
と
し
て
、
放
課
後
に

希
望
者
の
み
に
教
え
ら
れ
て
い
た
。 

次
に
、
本
科
卒
業
後
の
進
学
課
程
で
あ
る
補
習
科
の
学
科
課
程
に
つ

い
て
は
、
「
補
習
科
学
科
課
程
及
毎
週
教
授
時
数
表
」（
14
）

が
残
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、 

 

修
身 

一
・
国
語 
三
・
理
科 

一
・
家
事 

四
・ 

裁
縫
一
一
・
音
楽 

一
・
体
操 

二
・
教
育 

三
・ 

手
芸 

三
・
実
業 

一
（
園
芸
実
習
） 

計 

三
〇
（
時
数
） 

 

が
教
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
花
」
「
茶
」
「
琴
」
は
本
科
同
様
に

「
課
外
の
お
稽
古
」
と
し
て
放
課
後
、
希
望
者
の
み
教
え
ら
れ
て
い
た
。 

 

そ
の
後
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
三
月
の
補
習
科
廃
止
に
伴
い
、
同

年
四
月
か
ら
、
同
校
同
窓
会
で
あ
る
錦
郷
会
の
経
営
に
よ
る
裁
縫
研
究

科
が
設
置
さ
れ
た
。
修
業
年
限
は
一
ヶ
年
で
あ
っ
た
が
、
希
望
に
よ
り

続
い
て
数
ヶ
年
修
学
で
き
た
。
教
え
ら
れ
た
の
は
裁
縫
を
中
心
に
手
芸
、

家
事
、
修
身
、
国
語
（
実
用
作
文
習
字
）
、
講
話
。
希
望
者
の
み
に
、
「
花
」

「
茶
」
音
楽
な
ど
が
あ
っ
た
（

15
）

。 

本

科

だ

け

で

な

く

補

習

科

や

裁

縫

研

究

科

に

お

い

て

も

、
「

花

」

「
茶
」
は
本
科
と
同
様
放
課
後
に
希
望
者
の
み
に
教
え
ら
れ
る
も
の
で

あ
り
（

16
）

、
そ
の
意
味
で
「
花
」
「
茶
」
は
課
外
活
動
で
あ
っ
た
。 

  

 

三 

課
外
活
動 

 

愛
知
高
女
は
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
一
〇
月
新
校
舎
へ
移
転
、

大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
九
月
に
は
校
報
『
愛
声
』
が
発
刊
さ
れ
た
。

ま
た
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
一
月
、
校
訓
「
正
し
く
、
強
く
、
優

し
く
」
が
定
め
ら
れ
る
な
ど
し
て
い
る
（

17
）

。
こ
の
よ
う
に
教
育
内
容
が

充
実
し
て
い
く
な
か
で
、
課
外
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
た
。
以
下
、
具

体
的
に
見
て
い
き
た
い
。 

 ①
関
東
地
方
修
学
旅
行 

第
一
回
関
東
地
方
修
学
旅
行
は
（

18
）

、
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
五

月
二
三
日
か
ら
二
九
日
ま
で
六
泊
七
日
で
行
わ
れ
た
。
第
四
学
年
（
在

籍
九
三
名
）
と
補
習
科
（
在
籍
一
九
名
）
の
合
わ
せ
て
一
一
二
名
を
対

象
と
し
た
も
の
で
、
参
加
者
は
六
一
名
。
欠
席
者
の
理
由
は
、
家
庭
の

経
済
上
已
む
を
得
ざ
る
も
の
、
農
繁
の
季
節
で
人
手
が
必
要
の
た
め
で

あ
っ
た
と
い
う
。
修
学
旅
行
は
以
後
参
加
者
を
増
や
し
同
様
に
毎
年
行

わ
れ
た
。
し
か
し
昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）
年
五
月
の
関
東
旅
行
か
ら
、

三
泊
四
日
に
短
縮
さ
れ
た
。
以
下
、
第
一
回
の
旅
行
は
、 

 

目
的 ・ 

明
治
神
宮
の
参
拝
を
兼
ね
帝
都
を
見
学 

・ 
先
帝
の
英
霊
に
接
し
日
本
文
化
が
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
る

か
を
観
察 

・ 

日
光
そ
の
他
関
東
に
お
け
る
地
理
と
し
て
歴
史
と
し
て
の
勝
地
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を
探
る 

行
程 五

月
二
三
日 

午
後 

稲
枝
発 

二
四
日 

午
前 

藤
沢
着 

江
ノ
島 

鎌
倉 

横
須
賀 

東
京 

二
五
日 

東
京
滞
在 

二
六
日 
中
禅
寺
湖
泊 

二
七
日 
東
京
泊 

二
八
日 

東
京
駅
発 

二
九
日 

午
前
能
登
川
着
。 

 

江
ノ
島
か
ら
大
仏
、
鶴
岡
八
幡
宮
、
横
須
賀
軍
港
な
ら
び
に
軍
艦
山

城
の
内
部
見
学
。
横
浜
市
街
や
鎌
倉
で
は
、
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）

年
の
震
災
が
如
何
に
強
震
で
あ
っ
た
か
を
感
じ
た
と
い
う
。
日
光
東
照

宮
、
華
厳
の
滝
、
中
禅
寺
湖
、
東
京
宮
城
に
跪
拝
、
新
宿
御
苑
、
ま
た

東
京
駅
界
隈
の
震
災
後
の
復
興
の
様
子
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
旅
館

に
宿
泊
し
て
生
徒
の
家
族
親
戚
の
訪
れ
来
る
の
も
夥
し
か
っ
た
と
い
う
。 

東
京
で
は
遊
覧
バ
ス
に
も
乗
っ
た
（

19
）

。
愛
知
郡
八
木
荘
村
（
現
・
秦

荘
町
）
出
身
で
滋
賀
県
犬
上
・
愛
知
両
郡
か
ら
な
る
選
挙
区
選
出
の
堤

康
二
郎
代
議
士
（

20
）

を
交
え
食
事
も
し
た
。
夜
の
銀
座
へ
も
出
か
け
て

い
る
。 

ま
た
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
、
伊
吹
山
（
滋
賀
・
岐
阜
両
県
の

境
に
あ
る
山
、
標
高
一
三
七
七
メ
ー
ト
ル
）
へ
の
登
山
者
数
が
例
年
に

比
べ
激
増
し
、
百
十
余
名
に
な
っ
た
。
以
後
戦
争
が
激
し
く
な
る
ま
で

七
月
二
〇
日
前
後
に
実
施
し
続
け
ら
れ
て
い
る
（

21
）

。
学
校
内
の
学
習
だ

け
で
な
く
広
く
見
聞
を
広
め
る
機
会
が
学
校
側
か
ら
設
け
ら
れ
る
と
と

も
に
、
生
徒
側
も
求
め
た
と
い
え
よ
う
。 

 ②
校
友
会
活
動 

校
友
会
（
生
徒
会
）
活
動
も
お
こ
な
わ
れ
た
。
昭
和
二
（
一
九
二
七
）

年
四
月
の
時
点
で
、
校
友
会
に
は
以
下
の
部
が
置
か
れ
て
い
る
（

22
）

。 

 

総
務
部
・
庶
務
部
・
会
計
部
・
購
買
部
・
（
陸
上
）
競
技
部
・
テ
ニ

ス
部
・
水
泳
部
・
登
山
部
・
ピ
ン
ポ
ン
部
・
図
書
部
・
園
芸
部
・

音
楽
部
・
家
事
手
芸
部
・
書
画
部
・
茶
儀
部
・
生
花
部 

 

昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
に
は
弓
道
部
、
編
輯
部
、
昭
和
四
（
一
九

二
九
）
年
に
は
排
球
部
、
籠
球
部
、
ス
キ
ー
部
が
加
わ
っ
た

(

23)

。
高
等

女
学
校
開
校
当
初
、
課
外
の
活
動
は
「
花
」
「
茶
」
「
琴
」
の
み
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
も
な
く
各
種
運
動
な
ど
に
広
が
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）
年
に
排
球
部
が
優
勝
す
る
な
ど
学
外

の
競
技
会
で
優
秀
な
成
績
も
残
し
て
い
る

(

24)

。 

ま
た
、
稽
古
事
と
し
て
放
課
後
に
希
望
者
の
み
に
教
え
ら
れ
た
「
花
」

「
茶
」
が
、
運
動
競
技
や
水
泳
、
登
山
な
ど
と
と
も
に
校
友
会
活
動
（
部

活
動
）
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
「
花
」

「
茶
」
の
役
割
に
、
稽
古
、
た
し
な
み
の
ほ
か
、
「
趣
味
」

(

25

)

と
い
う

意
味
合
い
が
加
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 ③
報
国
団 

昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
九
月
一
日
、
校
友
会
が
解
消
さ
れ
、
滋

賀
県
立
愛
知
高
等
女
学
校
報
国
団
が
結
成
さ
れ
た

(

26

)

。
報
国
団
と
は
、
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「
皇
国
青
少
年
学
徒
と
し
て
の
自
覚
と
使
命
と
に
徹
底
す
べ
き
新
修
練

組
織
」
で
あ
る
。
組
織
構
成
等
は
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。 

 

総 

務 
部 

庶
務
班
、
会
計
班 

鍛 

錬 
部 

排
球
班
、
籠
球
班
、
庭
球
班
、
卓
球
班
、
競
技
班
、

武
道
班
、
団
体
班 

国
防
訓
練
部 

（
班
は
な
し
） 

学 

芸 

部 

図
書
班
、
校
報
班
、
教
養
班
（
音
楽
班
、
書
画
班
、

文
芸
班
、
科
学
班
、
裁
縫
班
、
手
芸
班
、
珠
算
班
、

整
備
班
、
生
花
茶
道
班
） 

生 

活 

部 

衛
生
班
、
購
買
班 

生 

産 

部 

農
耕
園
芸
飼
育
加
工
其
ノ
他
ノ
作
業 

 
 注

目
す
べ
き
点
は
、
「
従
来
の
課
外
運
動
時
を
拡
張
、
晴
天
時
は
鍛
錬

各
班
の
運
動
練
習
、
雨
天
時
及
び
冬
季
は
教
養
各
班
の
研
究
練
磨
を
行

ふ
こ
と
に
な
つ
た
こ
と
、
鍛
錬
部
各
班
を
検
討
、
籠
、
排
、
庭
、
卓
球

及
び
武
道
の
各
班
は
三
四
年
、
走
跳
班
は
一
二
年
と
し
、
各
組
の
約
半

数
が
こ
れ
に
参
加
、
残
り
約
半
数
は
団
体
班
に
属
し
て
、
心
身
の
練
成

を
行
ふ
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
等
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

 

報
国
団
課
外
活
動
の
一
例
と
し
て
、
同
年
九
月
五
日
の
夜
間
行
軍
に

つ
い
て
見
て
み
る
と
、 

 

午
後
七
時
半
学
校
出
発
、
報
国
隊
の
組
織
に
よ
り
（
中
略
）
中
仙

道
を
南
下
、
老
蘇
、
武
佐
、
六
枚
橋
を
経
て
月
明
の
下
、
八
幡
町

に
入
る
。
八
幡
神
社
に
於
い
て
国
威
宣
揚
皇
軍
将
兵
の
武
運
長
久

祈
願
を
な
し
、
八
幡
高
女
に
到
っ
て
休
憩
（
中
略
）
午
前
二
時
帰

途
に
つ
き
安
土
、
能
登
川
を
経
て
午
前
七
時
帰
校
。 

行
程
三
十
二

粁
。 

 

学
校
生
活
が
戦
時
色
の
強
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
後
、
毎
年
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
「
花
」
「
茶
」
は
、
学
芸
部

教
養
班
に
生
花
茶
道
班
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
「
修
練
」
と
し
て
の
役

割
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
雨
天
時
及
び
冬
季
に
教
養
各
班
の
研
究
練

磨
と
あ
る
も
の
の
、
「
花
」
「
茶
」
の
場
合
、
修
養
を
積
む
た
め
の
稽
古

事
と
し
て
他
の
活
動
と
は
別
に
、
放
課
後
に
希
望
者
の
み
に
教
え
ら
れ

る
こ
と
に
変
わ
り
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

四 

学
科
目
「
農
業
」
と
「
花
」 

  

愛
知
高
女
は
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
こ
ろ
に
は
校
庭
に
五
つ
の
花

園
が
あ
り
、
温
室
に
は
四
季
折
々
の
草
花
が
咲
い
て
い
た
。
こ
の
た
め

誰
が
言
う
と
も
な
く
「
花
の
学
校
」
と
言
わ
れ
て
い
た
と
い
う

(

27)

。
同

校
が
正
課
学
科
目
に
「
農
業
」
を
置
い
た
こ
と
や
、
そ
れ
に
と
も
な
い

園
芸
実
習
場
が
造
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
園
芸
部
（
校
友
会
）
や
教
師
間
、

ク
ラ
ス
活
動
と
し
て
の
園
芸
作
業
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
影
響
し
て
い

よ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
「
農
業
」
は
、
植
物
を
扱
う
と
い

う
点
で
「
花
」
と
接
点
を
持
つ
学
科
目
で
あ
る
。
以
下
「
農
業
」
と
「
花
」

に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。 

昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
頃
の
「
農
業
」
に
関
す
る
教
育
内
容
や
、

園
芸
実
習
場
で
あ
る
蔬
菜
園
、
花
圃
（
前
庭
・
中
庭
・
西
庭
）
、
神
饌
園
、
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果
樹
園
、
生
花
材
料
園
は
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た

(

28)

。 

 
蔬 
菜 

園 

各
種
の
苗
類
の
養
成
、
秋
蒔
甘
藍
（
キ
ャ
ベ
ツ
）
施

肥
中
耕
、
莢
豌
豆
（
さ
や
え
ん
ど
う
）
の
支
柱
建
、

瓜
哇
薯
（
ジ
ャ
ワ
イ
モ
）
の
植
付
、
春
蒔
白
菜
や
菜

豆
の
下
種
、
茄
子
胡
瓜
（
キ
ュ
ウ
リ
）
に
蕃
茄
（
ト

マ
ト
）
南
瓜
（
カ
ボ
チ
ャ
）
の
苗
の
移
植
、
苺
の
敷

藁
な
ど
。 

花 
 
 

圃 

ダ
リ
ア
、
カ
ン
ナ
、
水
仙
類
、
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
、
ア

ネ
モ
ネ
、
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
、
美
女
桜
（
バ
ー
ベ
ナ
）
、
三

色
菫
（
パ
ン
ジ
ー
）
、
ア
ゲ
ラ
タ
ム
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
、

菊
、
朝
顔
、
そ
の
他
数
十
種
の
草
花
を
栽
培
。 

神 

饌 

園 

天
皇
即
位
御
大
典
記
念
事
業
（
昭
和
三
年
）
と
し
て

設
け
ら
れ
た
蔬
菜
園
。
蔬
菜
花
弁
の
産
物
を
御
幸
祭

や
八
幡
神
社
ほ
か
氏
神
の
春
秋
の
祭
典
に
お
供
え
。 

果 

樹 

園 

桃
、
李
、
ほ
か
に
葡
萄
、
柿
、
梅
な
ど
を
栽
培
。 

生
花
材
料
園 

校
友
会
生
花
部
の
活
動
に
よ
っ
て
生
花
材
料
を
豊
富

に
栽
培
。
エ
ニ
シ
ダ
、
カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ
、
フ
イ
リ

イ
ヌ
ツ
ゲ
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
ガ
ヤ
、
ギ
ン
マ
サ
キ
、
オ

ウ
ゴ
ン
ク
ジ
ャ
ク
ヒ
バ
、
オ
ウ
ゴ
ン
シ
ノ
ブ
ヒ
バ
、

キ
ラ
ボ
ク
、
ハ
ナ
ズ
オ
ウ
な
ど
。 

盆 

栽 

類 

校
長
室
や
各
学
修
室
、
図
書
室
そ
の
他
の
装
飾
用
と

し
て
ま
た
四
大
節
そ
の
他
の
儀
式
用
と
し
て
棕
櫚
竹

（
し
ゅ
ろ
ち
く
）
、
槙
柏
（
し
ん
ぱ
く
）
、
五
葉
松
（
ご

よ
う
ま
つ
）
な
ど
が
多
数
準
備
さ
れ
た
。
そ
れ
を
一

年
生
の
当
番
が
管
理
。
し
か
し
管
理
は
鉢
物
の
為
、

相
当
困
難
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

花 

の 

会 

昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
初
夏

に
一
年
生
が
一
般
の
草
花
を
、
秋
季
に
二
年
生
が
菊

と

ダ

リ

ア

を

出

品

し

て

催

し

た

。
「

花

」
（

い

け

ば

な
）
の
会
で
は
な
く
、
優
良
な
種
苗
、
草
花
を
競
う

会
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
家
庭
で
栽
培
さ
れ

た
も
の
が
出
さ
れ
た
と
い
う
。 

 

そ
の
ほ
か
二
年
生
で
養
鶏
、
三
、
四
年
生
で
養
蚕
が
教
え
ら
れ
た
。

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
か
ら
は
四
年
生
で
水
田
稲
作
実
習
も
は
じ
め

ら
れ
て
い
る
。 

こ
こ
で
改
組
前
（
実
業
学
校
女
子
部
）
と
改
組
後
（
愛
知
高
女
）
の

農
業
教
育
を
比
較
す
る
と
、
改
組
前
も
農
業
に
関
す
る
学
科
目
を
持
ち
、

畜
産
、
養
蚕
は
も
と
よ
り
蔬
菜
、
草
花
、
果
樹
の
栽
培
等
が
な
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
そ
の
園
芸
実
習
場
（
愛
実
園
）
で
作
ら
れ
た
草
花
は
、

学
校
の
方
針
と
し
て
生
徒
の
家
庭
の
仏
前
供
花
の
た
め
の
花
材
と
位
置

づ
け
ら
れ
た
も
の
の
、
課
外
で
教
え
ら
れ
た
「
花
」
の
た
め
と
は
さ
れ

て
い
な
い
。
ま
た
植
物
、
気
象
、
昆
虫
な
ど
の
観
察
、
整
理
分
類
に
つ

い
て
教
え
ら
れ
た

(

29)

。 

こ
れ
に
対
し
改
組
後
は
、
園
芸
実
習
場
の
草
花
を
家
庭
の
仏
前
供
花

の
た
め
と
は
位
置
づ
け
て
い
な
い
。
同
校
で
は
校
友
会
生
花
部
の
生
花

材
料
栽
培
を
目
的
と
し
、
園
芸
実
習
場
の
一
つ
と
し
て
の
生
花
材
料
園

を
設
け
、
豊
富
な
花
材
を
提
供
し
た
。
ま
た
盆
栽
の
手
入
れ
を
教
え
、

優
良
な
種
苗
、
草
花
を
競
わ
せ
て
い
る
。 
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こ
の
こ
と
か
ら
、
「
花
」
は
同
じ
く
正
課
時
間
外
（
放
課
後
）
に
設
置

さ
れ
希
望
者
の
み
を
対
象
と
し
た
が
、
花
材
調
達
に
お
い
て
、
改
組
前

と
改
組
後
と
で
は
異
な
る
と
い
え
る
。
「
農
業
」
教
育
の
主
眼
が
先
祖
へ

の
尊
敬
、
植
物
な
ど
の
観
察
、
整
理
分
類
と
い
う
も
の
か
ら
、
よ
り
実

生
活
に
必
要
な
植
物
の
栽
培
と
い
う
教
育
内
容
に
変
化
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
は
実
業
（
農
業
）
学
校
と
高
等
女
学
校
の
「
農
業
」
に
関

す
る
教
育
の
在
り
様
の
違
い
で
も
あ
ろ
う
。 

高
等
女
学
校
の
場
合
、
良
妻
賢
母
の
在
り
様
と
し
て
、
よ
り
積
極
的

に
副
業
と
し
て
の
農
業
（
特
に
野
菜
や
花
作
り
）
に
携
わ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
と
い
う
指
導
が
な
さ
れ
た
と
考
え
る

(

30)

。
他
方
、
生
花
材

料
園
の
植
物
の
種
類
か
ら
、
同
校
で
は
「
生
花
」
様
式
の
「
花
」

(

31)

が

教
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。 

次
に
、
愛
知
高
女
に
お
け
る
「
花
」
「
茶
」
受
容
の
詳
細
を
見
て
い
き

た
い
。 

 

五 

「
花
」
「
茶
」
の
受
容 

 

前
身
で
あ
る
実
業
学
校
女
子
部
で
は
本
来
、
「
農
業
学
校
規
定
」

(
32)

、

「
実
業
補
習
学
校
規
定
」

(

33)

に
、
「
花
」
「
茶
」
が
定
め
ら
れ
た
学
科
目

と
し
て
あ
る
わ
け
で

な
く
、
同
校
の
学
科
課
程
の
学
科
目
の
な

か
に

「
花
」
「
茶
」
が
置
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
開
校
当
初
か
ら

正
課
時
間
外
（
放
課
後
）
に
設
置
さ
れ
、
希
望
者
の
み
を
対
象
と
し
た
。

法
令
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
同
校
に
お
い
て
女
子
の
た
し
な
み
を
身
に

つ
け
る
も
の
と
し
て
必
要
と
考
え
ら
れ
、
学
課
外
に
設
置
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。 

高
等
女
学
校
に
お
け
る
「
花
」
「
茶
」
受
容
の
規
定
に
お
い
て
も
、
明

治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
「
高
等
女
学
校
令
」
（
勅
令
第
三
一
号
）
に
伴

う
「
高
等
女
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
ニ
関
ス
ル
規
則
」
（
文
部
省
令
第
七

号
）

(

34

)

に
学
科
目
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、

明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
一
二
月
二
四
日
付
の
各
地
方
庁
へ
普
通
学

務
局
通
牒
（
卯
普
甲
三
四
八
七
号
）

(

35)

「
高
等
女
学
校
ニ
於
テ
土
地
ノ

情
況
ニ
依
り
必
要
ナ
ル
場
合
ニ
限
り
正
科
時
間
外
ニ
便
宜
茶
儀
生
花
筝

曲
等
ヲ
教
授
ス
ル
ハ
差
支
無
之
」
に
よ
り
、
正
科
時
間
外
に
「
茶
」
「
花
」

「
琴
」
を
教
え
る
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
と
さ
れ
た
。 

さ
ら
に
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
中

改
正
」
（
文
部
省
令
第
二
〇
号
）

(

36

)

が
定
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
な
か
で

学
科
目
に
つ
い
て
「
文
部
大
臣
ノ
認
可
ヲ
受
ケ
随
意
科
目
ト
シ
テ
土
地

ノ
情
況
ニ
依
リ
必
要
ナ
ル
学
科
目
ヲ
加
フ
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
改
正
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
必
要
で
あ
れ
ば
「
花
」
や
「
茶
」
を
随
意
科

目
と
し
て
学
科
目
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
意
味
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
実
業
学
校
女
子
部
か
ら
高
等
女
学
校
へ
の
改
組
は
、
法

令
上
「
花
」
「
茶
」
を
随
意
科
目
と
し
て
正
課
時
間
内
に
取
り
入
れ
る
こ

と
を
可
能
と
し
た
。
し
か
し
愛
知
高
女
に
お
い
て
も
「
花
」
「
茶
」
を
随

意
科
目
と
し
て
取
り
入
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

(

37)

。
以
下
、
見
て
い
き

た
い
。 

大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
三
月
一
五
日
発
行
の
『
愛
声
』
八
号
に

は
、
「
課
外
の
お
稽
古
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 
茶
の
湯
、
生
花
、
琴
は
女
子
の
た
し
な
み
と
し
て
従
来
も
課
し
て

来
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
稽
古
の
日
に
な
る
と
、
ど
の
学
年
で
も
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単
に
希
望
の
者
の
み
僅
か
で
、
多
少
遺
憾
の
点
が
あ
り
ま
し
た
。

女
子
と
し
て
は
其
の
大
要
な
り
と
も
心
得
さ
し
て
置
く
必
要
を
認

め
ま
す
の
で
、
来
四
月
か
ら
は
稽
古
日
を
左
記
の
通
り
定
め
ま
し

て
、
可
成
全
部
の
生
徒
に
稽
古
さ
せ
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
随
つ
て

当
日
生
徒
の
帰
宅
時
刻
の
後
れ
る
こ
と
を
予
め
御
承
知
置
下
さ
い
。 

 
 

火
曜
（
茶
）
三
年
甲
（
四

年

補

習

科

随
意
） 

 
 

木
曜
（
花
）
二
年
甲
（
同 

 
 

） 

 
 

金
曜
（
茶
）
三
年
乙
（
同 

 
 

） 

 
 

土
曜
（
花
）
二
年
乙
（
同 

 
 

） 

 
 

同 

（
琴
）
全
部
随
意 

 

琴
は
特
別
の
希
望
者
に
の
み
課
し
ま
す
。
尚
一
年
は
総
て
に
通
じ

て
可
成
見
学
を
致
さ
せ
ま
す
。 

 
 右

の
記
事
か
ら
、
愛
知
高
女
に
お
い
て
生
徒
側
は
そ
れ
ほ
ど
「
花
」

「
茶
」
の
稽
古
を
望
ん
で
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
校
側
の
意
向

と
し
て
少
な
く
と
も
一
年
間
は
ほ
ぼ
全
員
の
生
徒
に
、
「
花
」
「
茶
」
を

た
し
な
ま
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し

一
度
に
五
〇
名
余
の
生
徒
が
、
決
め
ら
れ
た
時
間
内
で
稽
古
を
お
こ
な

う
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
ま
さ
に
「
大
要
な
り
と
も
心
得
さ
し
て
置
く
」

内
容
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

そ
の
後
、
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
四
月
一
五
日
発
行
の
『
愛
声
』

一
二
七
号
に
、 

 

 
 

木
曜
日
放
課
後
は
、
点
茶
（
希
望
者
の
み
） 

 
 

土
曜
日
放
課
後
は
、
生
花
（
希
望
者
の
み
） 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
の
場
合
と
比
較
し

て
、
設
置
時
間
が
半
分
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
希
望
す
る
生
徒
が

少
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
校
友
会
活
動
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
一
方
で
、
「
花
」

「
茶
」
の
み
が
放
課
後
の
お
稽
古
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
こ

と
は
ほ
か
の
高
等
女
学
校
に
お
い
て

も
同
様
の
こ

と
が
い
え
る

(

38)

。 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
は
「
花
」
「
茶
」
は
、
趣
味
と
し
て
楽
し
ん
だ
り

技
能
を
身
に
つ
け
た
り
す
る
部
活
動
と
し
て
の
性
格
の
ほ
か
、
女
子
の

た
し
な
み
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
と
い
う
学
校
側
の
意
向
を
持
つ
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
希
望
者
は
そ
れ
ほ
ど
多
い
わ
け
で
は

な
く
、
内
容
も
ま
さ
に
た
し
な
む
程
度
で
あ
っ
た
。
「
花
」
「
茶
」
は
む

し
ろ
高
等
女
学
校
卒
業
後
、
嫁
入
り
前
の
稽
古
事
と
捉
え
ら
れ
て
い
る

(

39)

。
ま
た
学
校
に
よ
っ
て
は
流
派
名
を
明
ら
か
に
し
て
教
え
る
場
合
も

あ
っ
た
が
、
同
校
に
お
い
て
「
花
」
「
茶
」
の
流
派
は
問
わ
れ
て
い
な
い

よ
う
で
あ
る

(

40)

。 

 

六 

進
学
・
社
会
教
育
の
場
と
し
て 

 

校
報
『
愛
声
』
に
は
次
の
よ
う
な
校
長
の
言
説
が
見
出
せ
る
。 

 

本
校
は
他
の
高
等
女
学
校
に
比
べ
て
別
に
違
つ
た
こ
と
を
教
へ
る

わ
け
で
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
学
科
課
程
は
大
体
同
じ
で
あ
り
ま
す
。

た
ゞ
本
校
は
農
業
を
正
科
に
取
入
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
が
、
他
の
女

学
校
と
特
異
な
点
で
あ
り
ま
す
。
各
学
年
を
通
じ
て
毎
週
二
時
間
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を
課
し
て
を
り
ま
す
。 

本
校
は
勤
労
作
業
を
重
ん
じ
ま
す
。
何
事
も
ぢ
み
．
．
で
せ
つ
せ
と

よ
く
働
く
、
こ
れ
が
本
校
の
前
身
で
あ
る
愛
知
実
業
学
校
時
代
か

ら
の
伝
統
の
美
風
で
あ
り
ま
す
。
（
以
下
省
略
）

(

41) 

 

「
各
学
年
を
通
じ
て
毎
週
二
時
間
を
課
し
て
を
り
ま
す
」
と
い
う
こ

と
か
ら
、
農
業
教
育
が
重
視
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
そ
の
農
業

教
育
は
世
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た

(

42)

。 

し
か
し
そ
の
一
方
で
卒
業
時
に
三
割
程
度
の
上
級
学
校
な
ど
へ
の
進

学
も
み
ら
れ
る
。
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
三
月
の
場
合
、
卒
業
生
百

余
名
に
対
し
同
校
補
習
科
二
一
名
、
京
都
女
子
専
門
学
校
二
名
、
東
京

女
子
医
学
専
門
学
校
一
名
（
競
争
倍
率
八
倍
で
あ
っ
た
）
、
東
京
共
立
女

子
職
業
学
校
一
名
、
大
津
女
子
師
範
二
部
五
名
、
裁
縫
学
校
ほ
か
六
名
、

計
三
六
名
が
進
学
し
て
い
る

(

43

)

毎
年
進
学
先
は
お
お
よ
そ
こ
の
よ
う

で
あ
っ
た
。
ど
の
年
も
東
京
の
医
学
専
門
学
校
へ
進
学
者
を
出
し
て
い

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
二
月
の
よ

う
に
、
難
関
の
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
と
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校

に
各
一
名
が
合
格
し
た
こ
と
も
あ
っ
た

(

44)

。 

進
学
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
教
養
を
高
め
る
努
力
も
な
さ
れ
た
。

校
舎
玄
関
上
の
二
階
廊
下
に
新
聞
閲
覧
台
を
設
け
、
大
阪
朝
日
新
聞
を

は
じ
め
そ
の
他
東
京
各
紙
を
置
き
、
生
徒
に
自
由
に
展
観
さ
せ
、
授
業

の
際
そ
の
質
問
に
応
じ
た
。
生
徒
は
熱
心
に
新
聞
を
読
ん
だ
と
い
う

(

45)

。 

ま
た
同
校
は
、
女
子
の
社
会
教
育
の
場
と
し
て
の
機
能
も
果
た
し
て

い
る
。
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
七
月
二
六
日
か
ら
同
三
一
日
ま
で
の

六
日
間
、
滋
賀
県
聯
合
処
女
会
か
ら
学
校
長
に
依
嘱
さ
れ
、
第
一
回
短

期
女
学
校
が
催
さ
れ
た

(

46)

。
そ
の
科
目
を
見
て
み
る
と
、 

 

修
身
公
民
（ 

八
時
間
） 

 

国 
 

語
（ 

四
時
間
） 

 

地 
 

歴
（ 

五
時
間
） 

 

家
事
理
科
（
一
一
時
間
） 

 

裁
縫
手
芸
（ 

八
時
間
） 

 

音
楽
体
操
（ 

九
時
間
） 

 
 

（
寄
宿
舎
へ
の
）
入
舎
生
に
限
り
夜
、
課
外
と
し
て
マ
ッ
サ
ー

ジ
実
習
（ 

六
時
間
） 

 

「
作
法
」
は
修
身
公
民
に
含
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が

(

47)

、
「
花
」

「
茶
」
は
科
目
に
は
な
か
っ
た
。
高
等
女
学
校
と
い
う
場
が
必
ず
し
も

「
花
」
「
茶
」
を
教
え
る
べ
き
と
こ
ろ
と
捉
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
え
よ

う
。
ま
た
処
女
会

(

48)

は
学
校
卒
業
後
結
婚
ま
で
の
女
子
の
集
ま
り
で
あ

り
、
参
加
者
は
す
で
に
個
人
的
に
結
婚
前
の
習
い
事
と
し
て
「
花
」
「
茶
」

を
習
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
以
後
五
○
名
程
度
の
参
加
で

同
様
に
毎
年
催
さ
れ
て
い
る
。
学
科
に
実
業
（
園
芸
・
養
蚕
・
稲
作
）

が
入
れ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
昭
和
八
（
一
九
三
三
）

年
か
ら
は
、
愛
知
郡
農
会
主
催
本
校
後
援
の
愛
知
農
業
短
期
女
学
校
も

年
一
回
開
か
れ
て
い
る
。
ま
た
翌
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
二
月
、
愛

国
婦
人
会
滋
賀
支
部
滋
賀
県
立
愛
知
高
等
女
学
校
愛
国
子
女
団
が
設
置

さ
れ
、
全
校
生
徒
が
加
入
し
た

(

49)

。 

 

お
わ
り
に 

 

校
長
の
言
説
や
、
学
科
目
「
農
業
」
の
た
め
の
園
芸
実
習
場
の
設
置

を
は
じ
め
と
す
る
農
業
教
育
の
充
実
か
ら
は
、
愛
知
高
女
が
実
業
学
校
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女
子
部
時
代
か
ら
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
勤
労
を
重
ん
ず
る
教
育
を
行

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
改
組
後
は
、
園
芸
実
習
場
で
校
友
会
生
花

部
の
活
動
に
よ
り
花
材
の
栽
培
も
始
め
ら
れ
た
。
し
か
し
他
方
で
上
級

学
校
、
な
か
で
も
難
関
校
に
進
学
す
る
者
さ
え
み
ら
れ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
同
校
の
教
育
が
勤
労
作
業
の
み
に
終
わ
る
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。 

同
じ
く
滋
賀
県
下
の
大
津
高
等
女
学
校
や
彦
根
高
等
女
学
校
と
比
べ

て
み
て
も
、
学
科
課
程
、
教
育
活
動
全
体
の
在
り
様
に
大
差
は
な
い
。

正
課
学
科
目
「
実
業
」
は
こ
の
両
校
で
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。 

愛
知
高
女
の
「
花
」
「
茶
」
の
受
容
は
、
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年

改
組
後
当
初
、
改
組
前
と
同
様
に
た
し
な
み
と
し
て
学
課
外
に
設
置
さ

れ
た
。
し
か
し
そ
の
必
要
を
認
め
る
学
校
側
の
考
え
と
は
裏
腹
に
、
生

徒
側
か
ら
の
受
容
は
減
少
し
た
。
改
組
以
後
県
立
の
高
等
女
学
校
と
し

て
、
教
育
環
境
や
学
課
外
活
動
が
整
い
、
女
子
の
社
会
教
育
の
場
と
し

て
の
機
能
が
果
た
さ
れ
る
な
か
で
、
校
友
会
活
動
が
設
け
ら
れ
、
卒
業

後
や
家
庭
で
も
習
得
可
能
な
「
花
」
「
茶
」
よ
り
も
、
高
等
女
学
校
の
外

で
は
習
う
こ
と
が
難
し
い
運
動
部
や
文
化
部
が
選
ば
れ
た
の
は
、
当
然

の
成
り
行
き
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
、
改
組
前
と
同
様
に
「
花
」
「
茶
」
を
「
課
外
の
お
稽
古
」
と
位

置
づ
け
、
た
し
な
み
と
い
う
役
割
を
持
つ
も
の
と
す
る
一
方
で
、
そ
の

位
置
づ
け
と
役
割
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
校
友
会
活
動
と
し
て
の
位
置

づ
け
か
ら
は
「
趣
味
」
、
報
国
団
活
動
と
し
て
の
位
置
づ
け
か
ら
は
「
修

練
」
と
い
う
役
割
が
加
わ
っ
た
。
さ
ら
に
む
し
ろ
「
花
」
「
茶
」
は
、
高

等
女
学
校
卒
業
後
結
婚
ま
で
に
習
得
す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。 

「
花
」
「
茶
」
は
、
実
業
学
校
女
子
部
以
来
一
貫
し
て
課
外
と
い
え
ど

も
設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
改
組
後
の
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
の
愛
知

高
女
に
お
い
て
、
多
く
の
生
徒
の
受
容
が
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
ま

た
学
科
目
「
農
業
」
が
置
か
れ
た
こ
と
と
勤
労
教
育
が
重
視
さ
れ
た
こ

と
と
は
関
連
づ
け
ら
れ
る
が
、
学
科
目
「
農
業
」
と
「
花
」
に
つ
い
て

は
、
「
花
」
に
使
用
す
る
花
材
が
栽
培
さ
れ
た
こ
と
に
止
ま
る
。
そ
れ
は

「
農
業
」
が
家
庭
に
お
け
る
女
子
の
副
業
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
と
関
係

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
花
」
「
茶
」
の
女
性
受
容
人
口
の
増
大
を
決

定
的
に
し
た
要
因
が
、
女
子
中
等
教
育
に
お
け
る
取
入
れ
で
あ
っ
た
か

否
か
に
つ
い
て
、
愛
知
郡
立
愛
知
実
業
学
校
女
子
部
な
ら
び
に
県
立
愛

知
高
等
女
学
校
の
「
花
」
「
茶
」
の
受
容
事
例
の
い
ず
れ
か
ら
も
、
「
花
」

「
茶
」
の
女
性
受
容
人
口
の
増
大
を
決
定
的
に
す
る
ほ
ど
の
受
容
が
あ

っ
た
と
は
言
い
難
い
と
い
え
る
。 
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註 （

1
）
「
過
去
十
年
を
顧
み
て
」
『
愛
声
』
創
立
十
周
年
記
念
号
（
昭
和
七
年
一

二
月
一
五
日
発
行
）
。
滋
賀
県
下
の
他
の
県
立
高
等
女
学
校
の
場
合
を
見

て
み
る
と
、
長
浜
高
等
女
学
校
は
昭
和
三
年
以
後
、
正
課
学
科
目
「
家

事
」
の
一
分
科
と
し
て
「
園
芸
」
が
教
え
ら
れ
て
い
る
（
『
記
念
誌
』
長

浜
北
高
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、
一
九
七
〇
年
、
二
二

頁
）
。
大
津
高
等
女
学
校
は
昭
和
期
、
正
課
学
科
目
「
実
業
」
（
一
時
数
）

を
置
き
、
そ
の
な
か
で
「
園
芸
」
（
一
〜
三
年
）
「
商
業
」
（
四
、
五
年
）

が
教
え
ら
れ
た
（
『
滋
賀
県
立
大
津
高
等
女
学
校
五
十
年
史
』
滋
賀
県
立

大
津
高
等
女
学
校
、
昭
和
一
五
年
、
八
六
〜
九
二
頁
）
。
彦
根
高
等
女
学

校
は
昭
和
四
年
以
後
、
正
課
学
科
目
「
実
業
」
（
一
時
数
）
を
置
き
、
三
、

四
、
五
年
に
「
商
業
」
が
教
え
ら
れ
た
（
『
彦
根
西
高
百
年
史
』
彦
根
西

高
百
年
史
編
集
委
員
会
編
、
滋
賀
県
立
彦
根
西
高
等
学
校 

一
九
八
七

年
、
四
四
六
〜
四
四
八
頁
）
。
日
野
高
等
女
学
校
の
学
科
課
程
か
ら
は
学

科
目
「
実
業
」
も
、
細
目
に
し
ろ
「
園
芸
」
も
見
出
せ
な
い
。
し
か
し

卒
業
生
の
思
い
出
か
ら
は
昭
和
一
〇
年
頃
、
学
校
の
農
園
で
野
菜
つ
く

り
を
し
て
食
し
た
り
、
売
り
に
行
っ
た
り
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る

（
『
創
立
９
０
周
年
記
念
誌
』
滋
賀
県
立
日
野
高
等
学
校
、
平
成
七
年
、

三
三
頁
）
。
各
校
い
ず
れ
も
「
園
芸
」
や
「
商
業
」
は
教
え
ら
れ
て
い
る

が
、
学
科
目
「
農
業
」
と
し
て
の
受
容
は
見
出
せ
な
い
。 

（

2
）
「
本
校
入
学
に
就
い
て
」
（
笹
川
新
太
郎
校
長
）
『
愛
声
』
七
三
号
（
昭

和
七
年
二
月
一
五
日
発
行
）
ほ
か
。 

 
 
 

な
お
笹
川
新
太
郎
校
長
は
、
在
職
期
間
：
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
四

月
〜
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
八
月
。
在
職
年
数
：
五
年
五
ヶ
月
。
前

任
校
：
滋
賀
県
女
子
師
範
学
校
教
頭
。 

（

3
）
女
子
中
等
教
育
に
お
い
て
、
花
材
を
扱
う
学
習
に
つ
い
て
は
「
挿
花
」

「
生
花
」
「
花
道
」
、
茶
の
湯
に
関
す
る
学
習
に
つ
い
て
は
「
点
茶
」
「
茶

儀
」
「
茶
道
」
な
ど
と
様
々
に
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
を
統
一
す
る
用
語
と
し
て
「
花
」
「
茶
」
と
い
う
用
語
を
使
用
し

た
。
ま
た
「
花
」
「
茶
」
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
歴
史
を
持
つ
も
の
で
あ
る

が
、
と
も
に
「
国
語
」
「
修
身
」
等
学
科
目
と
は
異
な
る
教
育
体
系
を
有

し
、
女
子
中
等
教
育
の
な
か
で
ひ
と
括
り
に
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
そ
の
よ
う
な
点
を
考
慮
し
て
扱
っ
た
。 

（

4
）『
滋
賀
県
立
愛
知
高
等
女
学
校 

十
五
年
小
史
』
（
滋
賀
県
立
愛
知
高
等

女
学
校
校
友
会
錦
郷
会
、
昭
和
一
二
年
、
以
下
『
十
五
年
小
史
』
と
記

す
）
一
〜
二
頁 

（

5
）
『
十
五
年
小
史
』
三
〜
七
頁 

（

6
）
「
新
県
立
学
校 

開
校
と
県
の
方
針
」
『
大
阪
朝
日
新
聞
京
都
附
録
』
大

正
一
一
年
一
月
二
一
日
発
行
。
大
正
一
二
年
、
滋
賀
県
下
の
高
等
女
学

校
は
、
滋
賀
県
立
で
は
大
津
高
等
女
学
校
（
大
津
市
）
、
彦
根
高
等
女
学

校
（
犬
上
郡
彦
根
町
）
、
日
野
高
等
女
学
校
（
蒲
生
郡
日
野
町
）
、
長
浜

高
等
女
学
校
（
坂
田
郡
神
照
村
）
。
そ
の
ほ
か
町
立
八
幡
高
等
女
学
校
（
蒲

生
郡
八
幡
町
）
、
組
合
立
甲
賀
郡
寺
庄
高
等
女
学
校
（
甲
賀
郡
寺
庄
村
）
、

市
立
大
津
実
科
高
等
女
学
校
（
大
津
市
）
、
町
立
水
口
実
科
高
等
女
学
校

（
甲
賀
郡
水
口
町
）
、
町
立
木
ノ
本
実
科
高
等
女
学
校
（
伊
香
郡
木
ノ
本

町
）
、
町
立
草
津
実
科
高
等
女
学
校
（
栗
太
郡
草
津
町
）
、
町
立
信
楽
実

科
高
等
女
学
校
（
甲
賀
郡
長
野
町
）
が
開
校
し
て
い
た
。
そ
の
後
私
立

淡
海
高
等
女
学
校
（
神
崎
郡
五
個
荘
村
）
、
町
立
大
溝
実
科
高
等
女
学
校

（
高
島
郡
大
溝
町
）
、
町
立
高
宮
実
科
高
等
女
学
校
（
犬
上
郡
高
宮
町
）

が
開
校
し
た
（
『
高
等
女
学
校
資
料
集
成
』
第
一
六
巻
、
大
空
社
、
一
九
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九
〇
年
）
。
大
津
高
等
女
学
校
、
彦
根
高
等
女
学
校
が
県
立
に
移
管
さ
れ

た
の
は
、
明
治
三
五
年
で
あ
っ
た
。 

（

7
）
『
十
五
年
小
史
』
八
頁
。
昭
和
一
五
（
一
九
四
〇
）
年
四
月
か
ら
五
年

制
と
な
る
。
さ
ら
に
昭
和
一
七
年
四
月
か
ら
、
本
科
学
級
増
加
と
し
て
、

八
学
級
（
定
員
四
百
名
）
か
ら
一
五
学
級
（
定
員
七
五
〇
名
）
に
拡
張

さ
れ
た
。 

（

8
）
「
過
去
十
年
を
顧
み
て
」
『
愛
声
』
創
立
十
周
年
記
念
号
（
昭
和
七
年
一

二
月
一
五
日
発
行
）
。
一
学
年
の
定
員
は
約
一
〇
〇
名
、
志
願
者
は
最
高

で
一
四
四
名
（
大
正
一
五
年
）
に
な
っ
た
。
常
に
志
願
者
は
定
員
を
上

回
っ
て
い
た
（
『
十
五
年
小
史
』
五
三
頁
）
。 

（

9
）
『
愛
声
』
は
大
正
一
四
年
九
月
発
刊
、
八
月
を
除
く
毎
月
一
回
、
生
徒

の
父
兄
母
姉
諸
氏
並
に
卒
業
生
、
其
他
有
志
の
人
々
に
配
布
し
て
い
た
。

昭
和
一
八
年
九
月
一
日
発
行
第
一
七
〇
号
を
以
て
休
刊
。
昭
和
二
二
年

一
月
再
刊
。
「
愛
声
」
と
は
、
「
女
子
の
特
長
と
し
て
、
又
最
大
任
務
と

す
る
愛
情
の
涵
養
に
努
む
る
本
校
の
声
」
で
あ
る
と
い
う
。 

（

10
）
『
愛
声
』
四
号
（
大
正
一
四
年
一
一
月
一
五
日
発
行
） 

（

11
）
『
愛
声
』
八
号
（
大
正
一
五
年
三
月
一
五
日
発
行
） 

（

12
）
『
高
等
女
学
校
関
係
法
令
の
沿
革
』
調
査
資
料 

第
二
輯
（
文
部
省
教
育

調
査
部
、
一
九
四
一
年
）
一
四
七
〜
一
五
一
頁
。 

（

13
）
「
本
校
入
学
志
願
者
並
に
其
の
父
兄
母
姉
各
位
へ
」
（
藤
川
助
三
校
長
）

『
愛
声
』
一
〇
五
号 

(

昭
和
一
〇
年
二
月
一
五
日
発
行)

。 

 
 
 
 

な
お
藤
川
助
三
校
長
は
、
在
職
期
間
：
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
八
月

〜
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
八
月
。
在
職
年
数
：
二
年
一
ヶ
月
。
前
任

校
：
滋
賀
県
彦
根
高
等
女
学
校
教
頭
。
転
任
校
：
滋
賀
県
彦
根
高
等
女

学
校
校
長
。 

（

14
）
『
愛
声
』
六
二
号
（
昭
和
六
年
二
月
一
五
日
発
行
）
、
同
五
一
号
（
昭
和

五
年
二
月
一
五
日
発
行
）
。
補
習
科
に
進
学
す
る
と
、
小
学
校
教
員
の
検

定
試
験
を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

（

15
）
『
愛
声
』
八
三
号
（
昭
和
八
年
二
月
一
五
日
発
行
）
ほ
か
。 

（

16
）
（

11
）
に
同
じ
。 

（

17
）
『
十
五
年
小
史
』
一
三
頁
。 

（

18
）
『
愛
声
』
一
〇
号
（
大
正
一
五
年
五
月
一
五
日
発
行
）
、
同
一
一
号
（
大

正
一
五
年
六
月
一
五
日
発
行
）
。
彦
根
高
等
女
学
校
で
は
大
正
九
年
か
ら
、

大
津
高
等
女
学
校
で
は
大
正
十
年
か
ら
（
同
校
補
習
科
は
大
正
八
年
か

ら
）
、
同
様
の
関
東
地
方
へ
の
修
学
旅
行
が
始
め
ら
れ
て
い
る
。 

（

19
）
「
関
東
旅
行
の
印
象
」
『
愛
声
』
一
二
〇
号
（
昭
和
一
一
年
七
月
一
五
日

発
行
）
。 

（

20
）
『
堤
康
次
郎
』
由
井
常
彦
編
著
、
株
式
会
社
エ
ス
ピ
ー
エ
イ
チ
、
一
九

九
六
年
。
「
四 

堤
政
務
次
官
講
演
」
『
十
五
年
小
史
』
三
三
頁
。 

（

21
）
「
伊
吹
登
山
」
『
愛
声
』
一
三
号
（
大
正
一
五
年
九
月
一
五
日
発
行
）
ほ

か
。
大
津
高
等
女
学
校
で
は
大
正
九
年
七
月
か
ら
比
良
登
山
が
始
め
ら

れ
た
。 

（

22
）
「
校
友
会
役
割
と
担
当
諸
先
生
」
『
愛
声
』
二
〇
号
（
昭
和
二
年
四
月
一

五
日
発
行
）
。 

（

23
）
「
校
友
会
役
割
と
担
当
諸
先
生
」
『
愛
声
』
三
一
号
（
昭
和
三
年
四
月
一

五
日
発
行
）
。「
校
友
会
役
員
任
命
」
『
愛
声
』
四
三
号
（
昭
和
四
年
五
月

一
五
日
発
行
）
。 

（

24
）
「
県
下
体
育
大
会
出
場 

排
球
部
優
勝
」
『
愛
声
』
一
四
三
号
（
昭
和
一

三
年
一
一
月
一
五
日
発
行
）
。
し
か
し
彦
根
高
等
女
学
校
（
『
彦
根
西
高

百
年
史
』
彦
根
西
高
百
年
史
編
集
委
員
会
編
、
滋
賀
県
立
彦
根
西
高
等
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学
校
、
一
九
八
七
年
）
を
は
じ
め
他
の
高
等
女
学
校
の
運
動
部
の
活
躍

に
比
べ
る
と
、
愛
知
高
女
の
運
動
部
活
動
が
活
発
で
あ
っ
た
と
は
言
い

難
い
。
「
農
業
」
関
連
の
作
業
に
精
力
が
傾
け
ら
れ
た
こ
と
も
一
因
と
考

え
る
。 

（

25
）
「
展
覧
会
」
『
愛
声
』
九
三
号
（
昭
和
九
年
一
月
一
五
日
発
行
）
は
、 

「
婦

人
の
趣
味
と
し
て
読
書
、
和
歌
、
俳
句
、
手
芸
、
生
花
、
音
楽
」
と
い

う
よ
う
に
「
花
」
を
趣
味
と
捉
え
て
い
る
。
大
津
高
等
女
学
校
で
も
昭

和
初
期
、
「
女
子
と
し
て
必
要
な
る
趣
味
技
能
を
養
成
す
」
と
し
て
「
花
」

「
茶
」
を
四
、
五
年
生
と
研
究
科
を
対
象
に
、
取
り
入
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
正
課
学
科
目
と
し
て
で
は
な
い
も
の
の
、
五
年
生
の
「
精
神
の
徹

底
」
と
し
て
「
準
正
科
と
し
て
課
す
る
薙
刀
道
、
花
道
、
茶
道
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
術
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
『
滋
賀
県
立
大
津
高
等
女
学
校 

五
十

年
史
』
滋
賀
県
立
大
津
高
等
女
学
校 

昭
和
一
五
年
、
一
一
二
、
一
一

六
頁
）
。
同
様
の
受
容
例
は
大
阪
府
立
岸
和
田
高
等
女
学
校
に
見
ら
れ
る
。 

 
 
 

加
藤
恵
津
子
氏
は
、
『
〈
お
茶
〉
は
な
ぜ
女
の
も
の
に
な
っ
た
か
』
（
紀

伊
国
屋
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
一
二
三
・
一
二
四
頁
に
お
い
て
、
戦
前

（
第
二
次
大
戦
）
に
女
学
校
生
活
を
経
験
し
た
女
性
に
と
っ
て
、
「
茶
」

が
「
望
ま
し
い
趣
味
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。 

（

26
）
「
本
校
報
国
団
々
則
」
「
学
校
日
誌
抄
」
『
愛
声
』
一
五
九
号
（
昭
和
一

六
年
一
〇
月
一
日
発
行
）
。
同
年
四
月
、
彦
根
高
等
女
学
校
で
も
同
様
に

校
友
会
は
解
散
、
報
国
団
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ほ
ぼ
こ
の

時
期
同
様
に
全
国
の
中
学
校
・
高
等
女
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
。 

（

27
）
（

2
）
に
同
じ
。
「
先
生
の
花
造
り
」
『
愛
声
』
六
六
号
（
昭
和
六
年
六

月
一
五
日
発
行
）
に
よ
れ
ば
、
生
徒
た
ち
だ
け
で
な
く
、
校
長
（
笹
川

新
太
郎
）
を
は
じ
め
と
し
て
教
師
自
ら
も
学
校
の
花
園
化
を
競
っ
て
実

践
し
た
と
い
う
。 

（

28
）
「
思
ひ
の
侭
に
」
『
愛
声
』
五
二
号
（
昭
和
五
年
三
月
一
五
日
発
行
）
。 

（

29
）
拙
稿
「
実
業
学
校
に
お
け
る
「
花
」
「
茶
」
の
受
容 

―
滋
賀
県
愛
知

郡
立
愛
知
実
業
学
校
女
子
部
を
事
例
に
―
」
（
『
愛
知
川
町
史
研
究
』
第

二
号 

二
〇
〇
四
年
）
。 

（

30
）
例
え
ば
明
治
末
期
、
京
都
府
立
第
一
高
等
女
学
校
校
長
の
河
原
一
郎
は
、

学
課
外
に
園
芸
・
養
鶏
等
を
取
り
入
れ
た
。
ま
た
余
力
が
あ
れ
ば
積
極

的
に
副
業
に
携
わ
る
よ
う
説
い
て
い
る
（
拙
稿
「
高
等
女
学
校
に
お
け

る
「
花
」
・
「
茶
」
の
受
容 

―
高
等
女
学
校
令
施
行
後
、
大
正
期
を
中

心
に
―
」
『
女
性
史
学
』
第
一
二
号 

二
〇
〇
二
年
、
四
八
頁
）
。 

（

31
）
「
生
花
（
せ
い
か
・
し
ょ
う
か
）
」
は
、
「
花
」
（
い
け
ば
な
）
の
様
式
の

一
つ
。
一
般
的
に
真
・
副
・
体
な
ど
三
つ
の
役
枝
に
よ
っ
て
不
等
辺
三

角
形
を
構
成
し
、
そ
れ
を
水
際
一
本
に
ま
と
め
た
形
式
の
も
の
。
「
花
」

の
様
式
に
は
他
に
「
立
花
」
、
「
盛
花
」
（
水
盤
形
式
の
花
器
に
盛
る
と
い

う
手
法
で
洋
花
な
ど
を
入
れ
る
形
式
の
も
の
）
な
ど
が
あ
っ
た
。
大
正

九
年
、
滋
賀
県
長
浜
町
立
長
浜
高
等
女
学
校
で
は
夏
期
休
暇
中
の
一
週

間
、
「
盛
花
」
の
講
習
会
が
開
か
れ
て
い
る
。 

（

32
）
明
治
三
二
年
二
月
二
五
日
制
定
文
部
省
令
第
九
号
『
明
治
以
降
教
育
制

度
発
達
史
』
第
四
巻
（
文
部
省
内
教
育
史
編
纂
会
編
修
、
龍
吟
社
、
一

九
三
八
年
（
の
ち
芳
文
閣
よ
り
復
刻
）
）
四
八
六
〜
四
九
〇
頁
。 

（

33
）
明
治
三
五
年
一
月
一
五
日
制
定
文
部
省
令
第
一
号
『
明
治
以
降
教
育
制

度
発
達
史
』
第
四
巻
（
文
部
省
内
教
育
史
編
纂
会
編
修
、
龍
吟
社
、
一

九
三
八
年
（
の
ち
芳
文
閣
よ
り
復
刻
）
）
五
八
二
〜
五
九
〇
頁
。 

（

34
）
『
高
等
女
学
校
関
係
法
令
の
沿
革
』
調
査
資
料 

第
二
輯
（
文
部
省
教
育

調
査
部
、
一
九
四
一
年
）
一
五
頁
。 
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（

35
）
『
文
部
省
例
規
類
纂
』
第
三
巻
（
文
部
省
編
、
一
九
二
四
年
）
四
二
三 

頁
。 

（

36
）
『
高
等
女
学
校
関
係
法
令
の
沿
革
』
調
査
資
料 

第
二
輯
（
文
部
省
教
育

調
査
部
、
一
九
四
一
年
）
一
四
七
〜
一
五
一
頁
。 

（

37
）
「
花
」
「
茶
」
の
受
容
は
愛
知
高
女
だ
け
で
な
く
、
大
津
高
等
女
学
校
、

彦
根
高
等
女
学
校
ほ
か
多
く
の
高
等
女
学
校
に
お
い
て
も
同
様
に
、
随

意
科
目
（
正
課
学
科
目
）
と
し
て
で
は
な
か
っ
た
（
拙
稿
（

30
）
に
同

じ
ほ
か
）
。
管
見
の
限
り
非
常
に
稀
な
例
と
し
て
、
滋
賀
県
蒲
生
郡
日
野

町
立
日
野
女
子
手
芸
学
校
が
、
大
正
三
年
滋
賀
県
日
野
町
立
日
野
実
科

高
等
女
学
校
と
改
組
し
、
大
正
九
年
滋
賀
県
日
野
高
等
女
学
校
と
改
組

す
る
迄
の
六
年
間
、
本
科
、
補
習
科
共
に
随
意
科
目
と
し
て
「
花
」
「
茶
」

を
設
置
し
た
例
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
大
正
九
年
以
後
は
「
花
」
「
茶
」

は
課
外
に
置
か
れ
た
（
『
近
江
日
野
町
誌
』
巻
中
（
滋
賀
県
日
野
町
教
育

会
、
一
九
三
〇
年
）
、
二
九
二
〜
三
〇
〇
頁
）
。 

（

38
）
拙
稿
（

30
）
に
同
じ
。 

（

39
）
「
女
子
と
幸
福
」
『
愛
声
』
第
三
号
（
大
正
一
四
年
一
〇
月
二
五
日
発
行
）
、

「
会
員
消
息
」
『
愛
声
』
第
九
五
号
（
昭
和
九
年
三
月
一
五
日
発
行
）
、

「
女
性
の
教
養
」
（
五
年 

小
山
喜
美
子
）
『
期
刊
愛
声
』
（
昭
和
二
二
年

三
月
一
〇
日
発
行
）
ほ
か
。
同
様
の
こ
と
は
、
他
校
に
お
い
て
も
い
え

る
（
拙
稿
「
校
友
会
誌
「
岸
乃
姫
松
」
に
み
る
泉
南
・
岸
和
田
高
等
女

学
校 

―
校
長
の
言
説
と
「
花
」
・
「
茶
」
の
受
容
を
中
心
に
―
」
『
和
泉

高
校
百
年
誌
』
大
阪
府
立
和
泉
高
等
学
校
校
史
編
纂
委
員
会
編 

二
〇

〇
一
年
、
九
一
二
頁
ほ
か
）
。 

（

40
）

大

正

一

一

年

開

校

時

か

ら

昭

和

一

三

年

の

本

人

逝

去

に

至

る

ま

で

、

「
茶
」
を
教
え
た
の
は
、
塚
本
和
兵
衛
（
「
茶
道
伝
授
、
大
日
本
総
華
督
」
）

で
あ
っ
た
。
流
派
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
（
『
愛
声
』
一
三
九
号
（
昭

和
一
三
年
五
月
一
五
日
発
行
）
）
。 

（

41
）
「
五
、
本
校
の
教
育
方
針
」
『
愛
声
』
一
〇
五
号
（
昭
和
一
〇
年
二
月
一

五
日
発
行
）
。
ま
た
「
わ
が
校
の
一
日
」
（
吉
村
作
一
校
長
）
『
愛
声
』
一

二
七
号
（
昭
和
一
二
年
四
月
一
五
日
発
行
）
に
よ
れ
ば
、
第
五
時
限
の

後
、
校
舎
内
の
清
潔
整
頓
と
校
地
の
除
草
や
園
芸
の
手
入
れ
の
た
め
、

「
作
業
時
限
」
が
三
〇
分
間
設
け
ら
れ
て
い
た
。 

な
お
吉
村
作
一
校
長
は
、
在
職
期
間
：
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
八

月
〜
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
四
月
。
在
職
年
数
：
三
年
八
ヶ
月
。
前

任
校
：
滋
賀
県
虎
姫
中
学
校
教
頭
。
転
任
校
：
滋
賀
県
八
幡
高
等
女
学

校
校
長
。 

（

42
）
「
高
女
生
も
日
桶
か
つ
い
で 

愛
知
川
町
の
巻
」
『
大
阪
朝
日
新
聞
京

都
附
録
』
昭
和
一
〇
年
一
月
一
七
日
発
行
。
ま
た
卒
業
生
の
思
い
出
に

も
、
勤
労
作
業
や
農
業
実
習
に
時
間
が
費
や
さ
れ
た
こ
と
が
語
ら
れ
て

い
る
（
『
創
立
八
十
周
年
記
念
誌
「
愛
知
」
』
滋
賀
県
立
愛
知
高
等
学
校

八
〇
周
年
記
念
誌
「
愛
知
」
編
集
委
員
会
編
、
滋
賀
県
立
愛
知
高
等
学

校
、
一
九
八
九
年
、
三
六
〜
三
九
頁
）
。
『
創
立
九
十
周
年
記
念
誌
「
愛

知
」
』
滋
賀
県
立
愛
知
高
等
学
校
九
〇
周
年
記
念
誌
「
愛
知
」
編
集
委
員

会
編
、
滋
賀
県
立
愛
知
高
等
学
校 

一
九
九
九
年
、
五
九
〜
六
〇
頁
）
。 

 
 
 

「
卒
業
生
婚
嫁
先
職
業
別
」
（
『
十
五
年
小
史
』
五
〇
頁
）
に
よ
れ
ば
、

愛
知
高
女
卒
業
生
の
婚
嫁
先
職
業
は
、
農
業
は
医
師
、
僧
侶
と
同
じ
く

五
％
程
度
と
少
な
く
、
最
も
多
い
の
が
会
社
員
及
び
店
員
の
三
〇
％
、

次
が
商
業
の
二
九
％
、
教
員
の
一
一
％
と
続
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
同
校
が
農
業
教
育
を
重
視
し
た
こ
と
と
、
婚
嫁
先
職
業
と
の
関
係
は

見
出
せ
な
い
。 
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（

43
）
「
上
級
学
校
及
補
習
科
入
学
者
」
『
愛
声
』
二
〇
号
（
昭
和
二
年
四
月
一

五
日
発
行
）
。 

（

44
）
「
錦
郷
会
報
」
『
愛
声
』
四
九
号
（
昭
和
九
年
二
月
一
五
日
発
行
）
。 

（

45
）
「
新
聞
閲
覧
台 

愛
知
高
女
の
試
み
」
『
大
阪
朝
日
新
聞
京
都
附
録
』
昭

和
一
〇
年
五
月
三
日
発
行
。 

（

46
）
「
短
期
女
学
校
開
校
に
就
い
て
」
（
笹
川
新
太
郎
校
長
）
『
愛
声
』
五
六

号
（
昭
和
五
年
七
月
一
五
日
発
行
）
。
短
期
女
学
校
は
、
滋
賀
県
下
に
お

い
て
同
様
に
、
彦
根
、
大
津
、
長
浜
、
日
野
の
各
県
立
高
女
の
外
、
女

子
師
範
、
大
津
市
立
、
八
幡
、
草
津
の
各
高
女
に
お
い
て
開
催
さ
れ
て

い
る
（
『
愛
声
』
八
八
号
、
昭
和
八
年
七
月
一
五
日
発
行
）
。 

（

47
）
「
短
期
女
学
校
開
校
に
就
い
て
」
（
笹
川
新
太
郎
校
長
）
『
愛
声
』
七
八

号
（
昭
和
七
年
七
月
一
五
日
発
行
）
。 

（

48
）
渡
辺
洋
子
『
近
代
日
本
女
子
社
会
教
育
成
立
史 

処
女
会
の
全
国
組
織

化
と
指
導
思
想
』
（
明
石
書
店
、
一
九
九
七
年
）
、
片
岡
重
助
『
新
時
代

の
処
女
会
及
び
其
の
施
設
経
営
』
（
大
正
一
二
年
）
（
『
近
代
婦
人
問
題

名
著
選
集
続
編
』
第
六
巻
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
二
年
）
を

参
考
に
し
た
。 

（

49
）
『
十
五
年
小
史
』
二
四
・
三
四
頁
。
同
年
同
様
に
大
津
高
等
女
学
校
、

彦
根
高
等
女
学
校
も
加
入
し
て
い
る
。
愛
国
子
女
団
に
つ
い
て
は
、
飛

鋪
秀
一
『
愛
国
婦
人
会
四
十
年
史
』
（
愛
国
婦
人
会
、
昭
和
一
六
年
）

（
『
愛
国
・
国
防
婦
人
運
動
資
料
集 

２
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九

九
六
年
、
五
三
八
〜
五
四
五
頁
）
を
参
考
に
し
た
。 

 

（
愛
知
川
町
史
調
査
員
） 

 

 

『
愛
知
川
町
史
研
究
』
第
二
号 

目
次 

 
 

調
査
研
究
報
告 

自
治
体
史
編
さ
ん
の
専
門
的
能
力
の
形
成
過
程 

 
 

渡
部 

幹
雄 

神
仏
分
離
お
よ
び
廃
寺
に
伴
う
地
域
の
仏
像
受
容 

福
持 

昌
之 

-

大
隴
神
社
の
氏
子
地
域
と
福
泉
寺-

 

実
業
学
校
に
お
け
る
「
花
」
「
茶
」
の
受
容 

 
 
 
 
 
 

小
林 

善
帆 

-

滋
賀
県
愛
知
郡
立
愛
知
実
業
学
校
女
子
部
を
事
例
に-

 

特
集 

自
治
体
史
の
調
査
合
宿 

 
 
 

特
集
に
あ
た
っ
て 

 
 

 
 

町
史
編
さ
ん
室 

-

愛
知
川
町
史
調
査
合
宿
の
継
続
と
そ
の
経
緯-

 

こ
の
ほ
か
、
当
町
史
調
査
員
な
ど
７
名
の
文
章
を
収
録
。 

編
さ
ん
事
業
報
告 

 
 

再
録 

愛
智
の
雫 

-

町
史
編
さ
ん
室
か
ら-

 

町
史
編
さ
ん
日
誌 

 
 

編
集
後
記 

報
告
書 

 
 

愛
知
川
町
荘
園
故
地 

水
利
地
名
調
査
報
告
書 

-

愛
智
荘
・
大
国
荘
域
を
想
定
し
て-

 

 

（
愛
知
川
町
教
育
委
員
会 

町
史
編
さ
ん
室
、
二
〇
〇
四
年
三
月
発
行
） 

 
お
問
い
合
わ
せ
は
、
愛
知
川
町
教
育
委
員
会 

町
史
編
さ
ん
室
ま
で
。 


